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体調が悪いと運転に必要な
注意力や判断力などの低下を
招きます。
出発前に体調不良を感じた

ら、運転を別の人に依頼する
ことや、公共交通機関やタク
シーを利用することなどを検
討しましょう。

単調な道が続く郊外の道では
運転疲れが重なると、注意力の
低下による「居眠り運転」を
招きます！
事前に休憩場所を確認して
疲れを感じる前に１～２時間
ごとに休憩しましょう。

速度超過での交通事故は、命に関わる重大事故
になる確率が高まります。
衝突による衝撃力はスピードの２乗に

比例して大きくなりますので、速度標識
を確認して、制限速度を守るだけ
でなく、道路状況に合わせた
安全な速度で走行しましょう。

どんなに気をつけていても
交通事故は誰にでも起こる可
能性があります。
出発前に、ベルトに緩みや

ねじれはないか、肩ベルトや
腰ベルトの位置は正しいか等
確認し、近距離・短時間でも
全ての座席でシートベルトを
着用しましょう。

９月８日(火)午後１時頃、札幌市南区（国道230号）において、

軽四乗用車同士が正面衝突し、札幌方向に進行していた軽四乗用車

の運転者（81歳男性）が軽傷、同乗者（77歳女性）が死亡、喜茂別

町方向に進行していた軽四乗用車の運転者（75歳男性）と同乗者が

重傷を負う交通事故が発生しました。


